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姫路土木事務所

今月の｢工事現場から」
これなあに？

(二)船場川 姫路競馬場 洪水調節池 だより

船場川の河川内で工事作業に着手しました！(分水施設工事)

今回は、『”建設分野におけるＩＣＴの普及”に向けた取組み』 について、今の建設現場が抱えている課題と、将来目指す姿と

を照らし合わせて紹介いたします。

地域の方々の安全・安心な生活環境の実現を目指し、我々土木建設業界が将来に渡って、持続的な社会基盤の整備を

担っていけるよう、本工事においても、「ドローンを使った３次元測量等」を実践することで、建設分野におけるＩＣＴの普及に取り組

んでいきます。

昨年６月末に工事着手した「分水施設工事」は、前半工事となる「川の中の作業が発生しない工事範囲」が進み、１月下旬

から後半工事となる「川の中の作業が必要な工事範囲」に着手しています。

後半工事では、船場川左岸の既設護岸を取壊し、その場所へ洪水時に越流させるための分水施設

（現場打鉄筋コンクリート構造物）を建設し、前半工事で建設した部分と連結し、一体化させます。

工事中は、河川の水が河川外へ流出しないように注意し、工事を進めていきます。

建設現場が抱える課題

姫路競馬場内ではドローンによる３次元測量等を活用して工事を

進めていきます！(調節池整備工事)

将来目指す姿 取り組みの３本柱

◆ＩＣＴの全面的な活用

◆規格の標準化

◆施工時期の平準化

◆一人一人の生産性を向上させ、企業

の経営環境を改善。

兵庫県では、平成29年度からＩＣＴ活用工事の導入を

試行しています。

昨年12月末に着手した調節池整備工事もＩＣＴ活用

工事として、土砂掘削作業等を対象に、ﾄﾞﾛｰﾝによる3

次元測量、及びICT建設機械を活用し、「作業時間の

短縮」、「施工品質の向上」、「作業安全性の向上」を

目指して、効率的な工事進捗に努めていきます。

(H30.1.20撮影)

● ＩＣＴ活用工事とは・・・

● ドローンとは?

◆建設現場に携わる人の賃金の水準の

向上を図るなど魅力ある建設現場に。

◆死亡事故ゼロを目指し、安全性が飛躍

的に向上。

◆「きつい、危険、きたない」から「給与、

休暇、希望」を目指して。

◆生産性向上が遅れている建設現場

◆依然として多い建設現場の労働災害

◆予想される労働力不足

測量・設計から施工・検査、さらには維

持管理・更新までの全てのプロセスにお

いてＩＣＴ技術を導入。

特に土工事やコンクリート工事の現場では、

これまでとほぼ変わらず、多くの人手を要し

ており、生産性の向上が遅れている。

全産業と比べて、２倍の死傷事故率【年間

労働者の約0.5％（全産業では約0.25％）】。

技能労働者約340万人のうち、約110万人

の高齢者が今後10年間で離職することが想

定。

寸法等の規格が標準化された部材の

拡大。

２カ年予算の適正な設定等により、年

間を通じた工事件数の平準化。

（出典： 近畿地方整備局 「ICT活用工事の手引き（平成28年11月）_i-Constructionの概要」からの抜粋）

断面図（1月中旬） ステップ３（6月予定）

現場状況

●3次元測量とは？

人が乗ることなく、人の意志に従っ

て飛行する無人航空機のことであり、

通称として、ドローン（英: drone）と呼

ばれています。最近では、安価で小

さなドローンも増え、趣味でドローン

の飛行や空撮を楽しむ人も増えてい

ます。

短期間で面的（高密度）

な３次元測量を実施
３次元測量ﾃﾞｰﾀから施

工量を自動算出

３次元設計ﾃﾞｰﾀ等により

ＩＣＴ建設機械を自動制御

出来形の書類が不要と

なり、検査項目が半減

ドローン等による

３次元測量

３次元測量ﾃﾞｰﾀに

よる設計・施工計画

ＩＣＴ建設機械

による施工
検査の省力化

立体的なものをデータ化するため

に「３次元計測」を行う手法であり、

得られたデータを、パソコンの専用ソ

フトで、立体的に高い精度で再現す

ることができます。身近なところでは、

３Ｄマップへの活用が挙げられます。

ステップ１ ステップ２

●ＩＣＴ建設機械とは? 運転席に、このようなモニター

がついて、操作が簡単になっ

たよ！！

河川内の工事作業に先立

ち、工事境界部分へオレンジ

色の仮締切り材を設置してい

るところです。今後、川底を

掘っていくために、仮締切り

材のすぐ横へ土留矢板を打

設していく予定です。

河川水位が高くなると、

分水施設へ越流！
前半工事
（建設中）

後半工事
川底を掘っていくために、

土留矢板を設置 (H30.1.18撮影)
船場川

護岸兼用となる

分水施設を建設 姫路競馬場へ貯留

これから建設！
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